
 

 

１～５位(５名)⇒ﾛｰｽﾞｶｯﾌﾟへ １～９位(９名)⇒準決勝へ １～３位(９名)⇒決勝へ

６～９位(４名)⇒二次予選Aへ ４～７位(12名)→特別優秀へ

８～９位(６名)→優秀へ

１～４位(12名)⇒準決勝へ １～２位(６名)→特別優秀へ

５～９位(15名)→特選へ ３～４位(６名)→優秀へ

５～７位(９名)→特選へ

８～９位(６名)→選抜へ

１～２位(４名)⇒ﾛｰｽﾞｶｯﾌﾟへ １～２位(６名)⇒準決勝へ １～２位(６名)→優秀へ

３～４位(４名)⇒二次予選Aへ ３～６位(12名)→特選へ ３～５位(９名)→特選へ

５位(選考順位上位)⇒二次予選Aへ ７～９位(９名)→選抜へ ６～７位(６名)→選抜へ

５位(選考順位下位)⇒二次予選Bへ ８～９位(６名)→一般へ

６～９位(８名)⇒二次予選Bへ

１～２位(18名)⇒二次予選Aへ １～３位(15名)→選抜へ １～２位(６名)→選抜へ

３～４位(18名)⇒二次予選Bへ ４位(成績上位3名)→選抜へ ３～６位(12名)→一般へ

５～９位(45名)→特一般へ ４位(成績下位2名)→一般へ ７～９位(９名)…帰郷

５～９位(25名)→一般へ

第１日　〔7／12（金）〕第１日　〔7／12（金）〕第１日　〔7／12（金）〕第１日　〔7／12（金）〕 第２日　〔７／１3（土）〕第２日　〔７／１3（土）〕第２日　〔７／１3（土）〕第２日　〔７／１3（土）〕 第３日　〔７／14（日）〕第３日　〔７／14（日）〕第３日　〔７／14（日）〕第３日　〔７／14（日）〕 第４日〔７／15（月・祝）〕第４日〔７／15（月・祝）〕第４日〔７／15（月・祝）〕第４日〔７／15（月・祝）〕

日本競輪選手会

理事長杯
1R

一次予選 9R

決 勝 1R

特 選 2R

選 抜 2R

一 般 2R

特別優秀 2R準 決 勝 3R

特 選 3R

二次予選Ｂ 3R 選 抜 3R

一 般 3R

ローズカップ 1R

特 一 般 5R

二次予選Ａ 3R

優 秀 2R

特別選抜予選 2R

◎全プロ大会（岸和田）

・ケイリン・スプリント・1kmT.T. １位

◎Ｓ級Ｓ班のH24.11～H25.4における平均競走得点上位者

◎全プロ大会（岸和田）

・ケイリン ２～９位

・スプリント ２～３位

・1kmT.T. ２～３位

・チームスプリント１位

◎Ｓ級Ｓ班のH24.11～H25.4に

おける平均競走得点上位者

◎Ｓ級1班のH24.11～H25.4に

おける平均競走得点上位者

『第２２回寬仁親王牌・世界選手権記念トーナメント【ＧⅠ】』の 

選手選考方法・勝ち上がりトーナメント等について 

 ～自転車競技成績優秀者が集う寬仁親王牌～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寬仁親王牌は、自転車競技で活躍する選手が優先的に出場できる開催です。５月 20 日（月）に岸和

田競輪場で行われた第 60 回全プロ大会成績優秀者など、比較的若い選手が出場するのが特徴です。 

 

特別選抜予選⇒ローズカップは 2 着まで 二次予選は A・Ｂ制で実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『第 22 回寬仁親王牌・世界選手権記念ﾄｰﾅﾒﾝﾄ(GI)』出場選手選考基準 

① S 級 S 班在籍者。 

   ② 過去に開催された寬仁親王牌において 3 回以上優勝し、本トーナメント開催時に S 級 1 班に在籍する者。 

  ③ ロンドンオリンピック自転車競技トラック種目代表選手。 

   ④ 2013 年世界選手権自転車競技大会トラック種目に出場した者。 

   ⑤ 2012 年 5 月から 2013 年 4 月までの期間に開催された世界選手権自転車競技大会に準じる国際大会のトラック種目に出場

し、第 1 位から第 3 位となった者。 

   ⑥ 第 60 回全プロ大会トラック種目に出場し、各競走種目において第 1 位から第 3 位までとなった者。ただし、ケイリン競走にお

いては、決勝競走出場者全員とする。 

   ⑦ 全プロ大会トラック種目に出場した者であって、平成 24 年 11 月から平成 25 年 4 月までの期間（以下、「選考期間」という。）

における平均競走得点上位者から順次選抜する。 

   ⑧ 上記①～⑦により選抜された者が 108 名に達しないときは、平成 24 年度地区プロ自転車競技大会の出場者であって、選考

期間における平均競走得点を勘案し、選手選考委員会が推薦した者。 



 

 

【日本競輪選手会理事長杯選抜方法】 

①全プロ大会ｹｲﾘﾝ・ｽﾌﾟﾘﾝﾄ・1kmT.T.優勝者 

②S級 S班で全プロ大会に出場し、選考期間における平

均競走得点上位者 

③S級 S班で選考期間における平均競走得点上位者 

④S級 1班で選考期間における平均競走得点上位者 

 

【特別選抜予選競走選抜方法】 

①KEIRIN グランプリ 2012 優勝者 

②全プロ大会ケイリン 2～9位 

③全プロ大会スプリント 2・3位 

④全プロ大会 1kmT.T.2・3 位 

⑤全プロ大会チームスプリント 1位 

⑥S 級 S 班で全プロ大会に出場し、選考期間における

平均競走得点上位者 

⑦S級 S班で選考期間における平均競走得点上位者 

⑧S級 1班で選考期間における平均競走得点上位者 

５月20日(月)に岸和田競輪場で行われた第60回全日本プ

ロ選手権自転車競技大会(全プロ大会)における各種目成

績優秀者は、Ｓ級に在籍していれば今開催に出場できま

す。 

〔ケイリン競走〕

1 S1 園田　匠 福岡 87 日競選理事長杯

2 SS 浅井康太 三重 90 日競選理事長杯

3 S1 藤木　裕 京都 89 特別選抜予選

4 S1 村上博幸 京都 86 特別選抜予選

5 S1 山口富生 岐阜 68 特別選抜予選

6 S1 平原康多 埼玉 87 特別選抜予選

7 S1 神山拓弥 栃木 91 特別選抜予選

8 S1 南　修二 大阪 88 特別選抜予選

9 S1 神山雄一郎 栃木 61 特別選抜予選

〔スプリント競走〕

1 S1 中川誠一郎 熊本 85 日競選理事長杯

2 S2 河端朋之 岡山 95 特別選抜予選

3 S2 雨谷一樹 栃木 96 特別選抜予選

〔１ｋｍタイムトライアル〕

1 S1 新田祐大 福島 90 日競選理事長杯

2 S1 坂本貴史 青森 94 特別選抜予選

3 S2 稲毛健太 和歌山 97 特別選抜予選

〔エリミネイションレース〕

1 S2 舛井幹雄 三重 71

2 S2 椎木尾拓哉 和歌山 93

3 S2 三谷将太 奈良 92

順

位

備    考

期

別

順

位

級

班

氏名 府県

期

別

備    考

級

班

氏名 府県

府県

※浅井康太選手は【日本競輪選手会理事長杯選抜方法】②

により日競選理事長杯に出場します。
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〔チームスプリント競走〕

S1 松岡篤哉 岐阜 97 特別選抜予選

S1 竹内雄作 岐阜 99 特別選抜予選

S2 森川大輔 岐阜 92 特別選抜予選

S1 伏見俊昭 福島 75 特別選抜予選

S1 佐藤慎太郎 福島 78

S1 渡邉一成 福島 88

S2 郡司浩平 神奈川 99

S2 和田真久留 神奈川 99

A2 巴　直也 神奈川 101 Ａ級のため不出場

〔４ｋｍチームパーシュート〕

S2 山口泰生 岐阜 89

A2 児玉利文 岐阜 76 Ａ級のため不出場

A1 吉田茂生 岐阜 98 Ａ級のため不出場

A3 川西貴之 岐阜 99 Ａ級のため不出場

S2 村田雅一 兵庫 90

S2 角令央奈 兵庫 98

A1 井上将志 兵庫 100 Ａ級のため不出場

S1 渡辺十夢 福井 85

S2 田村真広 群馬 83

S1 手島志誠 群馬 83

S2 手島達矢 群馬 88

S2 石川雅望 群馬 91

〔４ｋｍ個人パーシュート〕

1 A3 岡嶋　登 大阪 99 Ａ級のため不出場

2 S2 網谷竜次 香川 91

3 A1 大屋健司 広島 87 Ａ級のため不出場

※伏見俊昭選手は【特別選抜予選競走選抜方法】⑧

により特別選抜予選競走に出場します。
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全プロ大会成績優秀者の出場・初日シード競走選抜状況 

 


